
　福井県立大学大学院経済・経営学研究科は、1996年度に創立され、
今年で20周年を迎えることとなりました。多くの修了生が企業や
自治体の最前線で活躍するとともに、各地の大学や研究機関で最先端
の研究をしている修了生も多数います。
　そこで、創立20周年を記念して、研究者として活躍している12名
の修了生を招き、現在の研究について報告・議論することを通じて、
福井県立大学大学院で学ぶ意味を考える研究会を開催します。これ
から県立大学で学びたいと考えている皆様、修了生の皆様、県立大学
に関心をお持ちの多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第2回  県大ふくい創生フォーラム

福井から
研究の最前線へ

2016.9.25●
13：30～18：30

会場／福井県立大学 交流センター3階
多目的ホール

日

福井県立大学地域経済研究所宛 （FAX：0776-61-6017 担当：井上）
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岡　敏弘 （福井県立大学 経済学部 教授）
菊地裕幸 (鹿児島国際大学経済学部 教授) 「地方創生と鹿児島経済」
塙　武郎 (大月短期大学 准教授) 「アメリカ州・地方財政の研究－教育、交通の分野を中心に」
金　星姫 (日本エネルギー経済研究所 主任研究員) 「韓国排出量取引制度の現状と課題」
井上武史 (福井県立大学地域経済研究所 准教授) 「原子力政策と福井」
谷畠範恭 (金沢星稜大学女子短期大学部 教授) 「総合型地域スポーツクラブの財務分析」
南保　勝 (福井県立大学地域経済研究所 教授) 「福井地域学のすすめ」
安嶋是晴 (富山大学芸術文化学部 講師) 「バブル崩壊以降の輪島漆器産地の変遷と展開－産地調査に基づく―」
中里弘穂 (福井県立大学キャリアセンター 教授) 「新規学卒U ターン志向者の就職先探索と支援」
古池嘉和 (名古屋学院大学現代社会学部 教授) 「文化と産業が融合する産業観光モデル構築－近代輸出陶磁器産業を例に」
木下和久 (福井県立大学経済学部　准教授) 「原価企画論の問題点と建設業におけるケース」
小林俊和 （大阪商業大学経済学部 講師） 「(未定)」
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研究会終了後、別室にて情報交換会を開催します。参加される方は
事前にお申し込みください。（会費4,000円、当日お支払いください）


